
区分 テーマ 地域課題の概要

④安全・安心な暮ら
しの確保

鳥獣被害対策
・農作物への被害が多発しているほか、住宅街への出
没も増えており、住民の生活環境へ影響を及ぼしてい
る。

市町名

竹原市

三次市

海田町

坂町

世羅町

岩国市

柳井市

周防大島町

上関町

浜田市

出雲市

益田市

飯南町

イノシシ等の野生鳥獣の被害は農作物だけでなく、民家の敷地にまで影響を及ぼすようになってきている。これ
は本土だけでなく、離島地域の被害も深刻な状況である。
狩猟免許取得経費等補助金や有害獣捕獲奨励補助金等は行っているが、人材もこれから減ることが予想される。
そういったなかで鳥獣被害に対する効果的な対策を検討していただきたい。

中山間地域においては、産業構造の変化により山林の荒廃が進み、人口減少・高齢化により放任果樹、耕作放棄
地が増加していることから、餌を求めて獣が出没しやすい環境となっている。獣害を防止するには、①農地侵入
防止策、②集落環境整備、③有害捕獲に取組む必要があるが、担い手不足により、獣害対策が進まない状況であ
る。これらを踏まえて、効果的かつ持続可能な被害防止対策の取組みについて、検討していただきたい。

当市の被害額の多くを占めるのがイノシシ被害である。捕獲強化を進めているがイノシシの生息数が不明のため
その効果がはかれないでいる。
このため、衛星等を使い市内全域のイノシシ生息数を正確に計測していただきたい。

地域の若年層が取り組めるような狩猟の方法。狩猟が収入源となるような仕組みづくりを検討していただきた
い。

地域住民で行える鳥獣対策について検討していただきたい。

イノシシの他、サルも市街地へ出没しており、被害が本格化する前に追い払い等の対策が必要となっている。駆
除や防護に有効な策を提案していただきたい。

イノシシやシカといった大型獣による農作物被害とともに、アライグマ・タヌキなどの中型野生生物が、増加し
ている空き家へ定着していることに関する相談が増えている。空き家に生息しないような取組や対策を研究して
いただきたい。

近年、鳥獣の中でも特に、人とクマとの軋轢をいかに軽減できるかが問題となっている。クマの生息域・個体群
の行動範囲は、各自治体エリアを大きく超える範囲に亘るものであり、対策についても広域に取り組む必要があ
ると考えるが、このクマの生息域を奥山側へ戻すような出没抑制対策について検討していただきたい。

有害鳥獣による農作物の被害は離島を含む市内全域に及んでいる。市街地周辺にも出没し、市民の生活環境への
被害も増えている。有害鳥獣の生息数を減少させる環境づくりについて検討していただきたい。

柵の補助や駆除を進めているが、イノシシの捕獲数は増加の一途をたどっているため、有効的な方策を検討して
いただきたい。

広島広域都市圏地域貢献人材育成支援事業

＜圏域内の市町が抱える地域課題や大学・高校等に期待する取組＞

地域住民で行える環境整備の方法について、検討していただきたい。

若い狩猟者の育成・確保が課題となっている。若い狩猟者の育成・確保につながる取組を検討していただきた
い。

地域の駆除班と連携して対策を行っており、鳥獣被害対策への理解を深める取組について検討していただきた
い。

大学・高校等に期待する取組
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市町名 大学・高校等に期待する取組

邑南町

町内各所で野生鳥獣による被害が多発しており、特にイノシシ、ニホンジカやニホンザルによる農産物への被害
が多く見られ、その他にもイノシシによる農業用施設や道路法面の掘り起こし、ニホンジカや野ウサギによる植
林幼木の食害、アライグマの民家への侵入、ヌートリアの水稲の食害など様々な被害が生じており対応に苦慮し
ている。効率的かつ効果的で負担が少なく継続して取り組むことが出来る鳥獣害防止対策を検討していただきた
い。
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